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　また、企業における人材育成の観点からは①研修、② OJT（On the Job Training）、③



















金や生活保護等の知識を学ぶ。この他にも、病棟担当時の先輩 PSW による 2 年間の指導
担当制、広報誌「相談室だより」編集を通じた制度等の理解と説明の仕方、文章の書き方




















修ニーズと業務状況に関する調査」（回答者数 193 人：回収率 39.4％）によれば、職場内



















サポートグループを形成している。2 か月に 1 度、1 時間から 1 時間半程度の時間をかけて
職場での悩み、実践上での迷い等を語ってもらっている。この経験から養成校が何らかの
定期的（安定的）なサポート体制やスーパービジョンを提供する必要性を論じている。
　宇都宮（2004）は、2000 年 2 月より卒業生（東海女子大学：現在は東海学院大学）のニー







ルワーカー協会（以下、KUPA）を立ち上げている。KUPA は 2004 年 4 月からクローズ












期間中の SV 体験の有無が SV を受けようとする志向の涵養において鍵となっているので
はないか」との仮説を検証するため、経験 3 年未満の PSW、3 グループ 9 名へフォーカス・
グループ・インタビューを実施している。その結果、卒後教育として SV を希求するか否
かについては、先行調査（松永・井上 2004）の知見に加えて、実習期間中に SV を必ずし
も養成校で体験しなくとも、配属実習先において SV を体験したことがあるという初任者



















　山口（2011）は、多くの者が SV を受けることができない状況に鑑み、山口を含む 3 名
が世話人（現場経験のあるソーシャルワーカー養成教育に携わる者）となり、医療福祉領
域のワーカー等を対象とした継続的な SV を提供する組織「ソーシャルワーク・サポート
センター名古屋（以下、SSN）」を 2006 年 4 月に設立している。SSN では、10 回もしくは
5 回のセッションを 1 クールとして個別スーパービジョンを行い、月 1 回程度の頻度で事
例を素材にスーパーバイジーが設定した事柄を検討している。山口は SSN のような職場外
個別 SV が、スーパーバイジーにどのような影響を与えているのかを明らかにすることを













































　1964 年に設立されたわが国における PSW の全国組織「日本精神医学ソーシャル・ワー
カー協会（現、日本精神保健福祉士協会）」（以下、日本 PSW 協会）は、PSW 現任者の資














　日本 PSW 協会北海道支部は 1981 年に設立され、同じ道内で活動する PSW の交流と研




























の組織率の低さも問題である。2018 年 10 月 19 日時点における協会の構成員は 11,530 人と
なっているが（公益社団法人日本精神保健福祉士協会 2018）、公益財団法人社会福祉振興・
試験センター（2018）によれば　2018 年 9 月末時点での PSW の資格登録者数は 82,481 人
となっている。全ての有資格者が PSW として勤務しているわけではないが、勤務してい

































































2013；14 ‐ 20）。このような研修内容は PSW としての資質を維持するために重要な内容
であるが、集合型研修の中でも演習などを伴わない講義形式の研修は特に、講師から受講
者に向けた一方向的な情報の伝達にならざるをえない限界がある。
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